
山田寺跡第 4
 

次発掘調査塊地説明会斑料

1982年 10月30日 奈良国立文化財研究所 飛烏藤原宮跡発掘調査部

1.， は じ め に

当調査部では、奈良県桜井市山田にある山田寺跡の第 4次調査を8月23日から実

施している。今回の調査は、東面回廊及び寺城の東限確認を自的としたもので、調

査面槙は約500吋である。山田寺跡については昭和51年以来 3次にわたる調査を実

顧している。今回の調査では、良好な状隙で東而回廊の造構を検出するとともに寺

~、.

（ 

域の東限を推定する手懸りを得たので、

2.検出造構

東面回廊

これまでの調査結果について脹要を述べる。

沿．廊で、桁行 3間分を検出した。 今回検出した東面回廊は北東隅か

ら 6・ 7 ・ 8 I村］自にあたる。礎石はいずれも原位附を保っており、柱間は桁行・梁
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行とも3,78m等闘である。 1蔚捌認の検出は東側のみにとどまったが、大形の花闘岩

玉石を立並べている。東側柱心から痙堕縁までは1,3mあり、態壌輻は約6,4mに復原

できる。糖壇高は礎石上面までで約60cmある。回廊の床は、外面よりもやや高くな

った土問床である。西側柱列の礎石には地裂座はなく、東側柱列は礎石の北と南に

地疫座を造り出し、礎石の間は幅27cmの榛原石の切石を地密石として据えているの

で、回廊は西側

とがわかる。東側柱列のうち北の一間については、地睾伍の上に地滋（墜を受ける

横材）

（内側）

が迫存している。その地覆には、

穴の痕跡を確認できるので、

ものと推定される。

金堂・北而回廊の礎石に単弁十二弁の迎華座があることはすでに醗認されていた

が、東面同廊にもそれを確認できた 0 西側柱列の礎行は一辺65~70虚の方座の上に

上面径約45虚の連華座を造出している。一方、東側柱列の磋石は蓮莱座を—・問させ

ず、地毅座の突出部分にはない。

第 1次頷査では東面回廊は10世紀後半に倒姻したものと推定した。今回の調査に

おいても幽壇上には厚さ50虚で完形品を多く含む瓦が一部ず t)蕗ちた状態を示しな

がら坤祖しており、

は開放され、東側は連子窓などの控閻装置をもっていたこ

この位熙に束をたて、その上部は連子窓を設けていた

ー間分の柱閻を三等分するように穿った柄

それに湿って斗や頭買などの建築部材が出土しているので、先

の推論を補強する資料を得たことになる。

その他の追梱 束面回廊から東の部分については現在調査中であるが、西区で

(I 

( 

は南北方向の索掘溝2、石組溝 1、土塁 1、瓦溜1を検出した。

回廊の東 i9illと20,5mには索掘溝Bと石組溝C、索掘滴Bの西には土畢がある。石組栂

Cは索掘濶Bを埋立てた綾に構築されている。側石に花尚岩宝石を2~3段蹟み蛍ねて

おり、内法8(）虞、深さは70c節ある。堆積土からは瓦・木簡とともに奈良時代の土器

が出十．した 求孔暉叩からげ 71fi-幻代の七容が叶！十しているので、代1It1鳴中で滸謬

1リfi謡砂噂V¥。 」•．星し、よ」．．． lHi i[ih • I 乙，公 Ill•、 I‘II~I l lihi AUl、蒻ふ0;(iluあり、盛」．：叶1には jヽしが合ょ



ている。 l がある。 「山田寺式l師丸瓦については、町在6種に分類しており、その中で小型

これらの素掘溝B、石組溝Cは、地形からみて、東からの流水が回廊に流れこむのを のDが出土軒丸瓦の約半数を占めている。回廊所用瓦はD種であった可能性が強い。

防ぐ機能をもつ甚幹水路であったと思われる。 ［ また軒平瓦では凸面の顎の近くに十八、十九、というように番付を朱沓したものが

c
 

c 

東区の遺聰には、地山面で検出した東西方向の掘立柱塀1、素掘溝D、‘土撰がある。

掘立柱塀の柱掘形は一辺lm、柱間は2,3rnである。 4間分を確認した。素掘溝は西へ向っ

て深くなる。堆積土からは多量の瓦とともに奈良時代の土器が出土した。土壊Bは、

現状での深さは約30ばあり、奈良時代の土器とともに三彩、ガラス片、神功開宝が

出土した。

3.出士遺物

多量の瓦のほかに押出仏、木簡、施釉陶器（三彩、緑釉、灰釉）、ガラス片、金

銅製飾金具、銭貨（神功開宝）、墨書土器（コ寺）がある。

押出仏は大小2種3点が回廊の東方から出土した。両種とも独尊の如来坐像で、す

でに塔・金堂周辺から出土している十二尊連坐埠仏と同じ様式である。大は1点出土

し、縦6,8c節、横4,4c節、厚さはO,25~0,32mmあり、一部に鍍金の痕跡が認められる。

釘穴は上部に 1ケ所あり、長さ 1,1cmの銅釘が残っている。小2点は長さ 24cmの木片に

約3,5cinの間隔をあけて、上下に打ち付けられたものであるが、木片の上錨に2個の

釘穴が残っているので、少くとも 3段は打ち付けられたものである。縦3115~3,75 

⑪ t、横1,75~1,Scm、厚さ0,2皿で前述の押出仏の約％の大きさである。漆地の上に

わずかに金箔の痕跡が確認できる。これらの押出仏は奈良時代から鎌倉時代の遺物

が出土する包含層から出土したものであるが、山田寺の埠仏と同じ様式であること

から、製作年代は塔あるいは金堂の建立時期まで遡るものと思われる。今回の出土

例は、押出仏のなかでは小型であることと、打ち付けられた木片が小さいことから、

厨子に飾られていたものと推定される。

木簡は2点あり、石組溝Cと包合層から各1点出土した。石組溝C出土のものは断片

である。包含層出土の木簡は題甑で、縦方向で二行にわたって「ロロ寺 経論司」

と墨齊されている。

瓦には蔚丸瓦、斬平瓦、椎先瓦、運華文鬼板片、臨尾片のほか多量の丸瓦•平瓦．

出土している。これらの朱書は、瓦を葺く際にその助所を明示するためのものと思

われる。このような例は古代の寺院においては始めて確認でき、しかも最古の例で

あり、注目される。

4．まとめ

今回の調査で東面回廊を確認したことにより、回廊の東西規模が明らかになった。

先の3次にわたる調査によって、北面回廊では伽藍中軸線上に柱位服があることが

判明しているので、中軸線から東面回廊までは11間あることになる。さらに、中軸

線から西方に折り返すと、回廊の東西規模は22間（約94,7m) となる。一方、寺城

の東限は中軸線から約75mの位懺で、東区と西区との間にある水田畦畔を考える説

が従来有力であった。しかし、東区では寺院に関係すると推定される掘立柱塀や溝

のほか、斬瓦・雄先瓦をはじめ、多緻の丸•平瓦が出土しているので、寺域東限は

ー~c 

さらに東へ拡がる可能性が強まった。

山田寺略年表

641 （舒Hf!l3) 平地を始める

643 (_t孔極 2) 金堂を紐てる

6~8 （大化 4) 初めて約が住む

649（大化 5) 麻我む山ff/石川麻t：府に辿う (I 

663 （天智 2) 塔を構える

673（天武 2) 搭の心柱を立てる

676（天武 5) 堺磁認を上げる

678（天武 7) 丈六仏を鉗る

！ 685（天武14) 仏限を点ず

699（文武 3) 封戸300戸を施入＼ 

I ヽ 703（大宝 3) 文武天堅、四大寺及び山田寺、四天王寺に斎を設ける

1023（治安 3) 藤原迎投、山田寺に立ちより堂硲を見る

1034（長元 7) 検校善妙、石川麻呂の忌日に初めて法部八郎を修す

1096（痛保 3) 山田寺の節を多武郎の蹄楼にかける

1187（文治 3) 輿褐寺の俯、山田寺の薬師三尊像を強対する
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山田寺跡第 4次発掘 調 査 概 要 （ 奈 良 国 立 文 化 財 研 究 、c)

〇調 査 期 日 昭和57年8月23日～

〇調査面蹟 約550而

うち南区面積 43,27ft （南北7,2m、東西6m)

期日 11月17日～

0調査目的

0東回廊

東回廊及び寺域東限の確認
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